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下肢を切断した患者に対する看護面接
細川順子1
緒 日
ボディ・イイージとは，人が自身の身体に対
して持つ意識的・無意識的態度の総体であり，
アイデンティティ・自尊心・自己価値(自己概
念)の基盤となる 1)O 体表に表れるかどうかは
別として，身体に侵襲を受ける手術患者は，ボ
ディ・イメージに影響を受け易し、。そして，そ
の変化をどのように受け入れるかはその後の生
き方・ QOLに影響する 2)。
今回，臨床実習における調整的役割の中で，
下肢の切断後，幻肢痛が増悪した患者と面接し
た。そこで，面接場面で語られた言葉をもとに，
幻肢痛とボディ・イメージの関係，身体的な障
害を受け入れるプロセスでの面接のあり方につ
いて検討した。
症 6リ
D.Y 45歳男性閉塞性血栓血管炎
学生の受け待ちを依頼するために訪室した折，
D.Yは血流を改善する注射をしたが効果はな
かったと述べた後「主治医から「切断以外に方
法がない」と言われたが，決心がつかないので
2週間位待って欲しいと返事した。今のうちい
ろんなことをしておきたい。またどこから切断
するかも問題。こんなに医療が進んでいるのに
何故切断しないといけないのか。もし直接ここ
を受診していれば切断しなくて済んだのか。煙
草が原因らしいがこんなことになるとは。退院
までどの位かかるのか。身体障害者の申請をし
ても足先だけでは等級は低いらしし、。新聞でレ
イノー氏病のことを読んだが右足は大丈夫だろ
うか。』など今・現在の複雑な想いを語ったO
1.神戸大学医学部保健学科
一方，受け待ち後足浴に立ち会った学生は変
色したD.Yの足を見て戸惑ったが，次からは
役に立ちたいと述べた。そこで，学生には自分
の想いを随時伝えるように助言， D.Yには学
生の希望をありのまま伝えた。翌日，学生は
rDさんに今までの経過を話してもらい， なん
だかよく分からないけどDさんの足がいとおし
く感じられた。」と記録を書いた。その後，阻血
性変化が予測よりも強かったので下肢はD.Y
の期待よりもより長く切断された。
術後12日目，実習の終了後，謝辞を述べるた
めに筆者はD.Yを訪室した。 D.Yは「余分
に切断した部分の幻肢痛が強い。また断端面の
皮膚が一部癒合していない。」と述べた。切断
部位の変更を労った後「もしDさんが希望した
部位で切断していれば皮膚の癒合がもっと遅れ，
そのせいで訓練も遅れると，断端の筋力や関節
の動き方に影響してよい義足が作れなし、。しか
し，悔しい気持ちは我慢しないで話した方がよ
い。」と{云えた。
術後19日目，看護記録に「寝言でも幻肢が痛
いと言っている。」と書かれていたので，見舞
うためD.Yを訪室した。その時の対話を表 1
に示す。また，術後27日目には面接後の影響を
確かめるため，また術後43日目にはD.Yの要
請により D.Yを訪室した。それぞれの対話を
表2・3に示す。その翌日，廊下で出会った
D.Yは「今のところは煙草は吸っていない，
外泊してみようと思っている。」と述べ， また
外泊後， r和室を椅子に変えたらなんとか生活
できそうだ。面接が考えを整理するのに役だっ
た。」と述べた。
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表1.幻肢痛の状態。程度を確かめた時のD.Yとの対話
私 1 幻肢痛，まだかなり強いようですね。
D 1 :うん， もういい加減にしてほしいって感じ。。。
私2:やはり，余分に切ったところが痛むんですか。
D 2 :いや，それは今ないけど，でも酷くて部屋の人に聞いたら，寝言でも痛いって言ってるらしい。。。
私3:よっぽどなんでしょうね。。。
D 3 :前はまだ我慢出来てたけど，今のは薬飲まんと我慢できへん。
私4:どの辺りの痛みがひどいですか。(切断部をさすりながら)傷見てみました?
D4:うん，傷は見たけど，思ったより締麗だった。
私5:あーあそれは良かった。傷の治り方で痛みが酷くなる時もありますから，傷に嫌な感じはないんですね。
D 5 :うん，まあちょっと形悪いけど(包帯を解いてみせて)， ここはその内もっと細くなるらしいから。
私6:え-;t，私もそう思います。すると。。。前とどんな風に違うんですか。今の痛みは。 o • 
D6:なんかこう。。。耐えられへんのや，胸の辺りが重たくてクシャクシャする。なんでやって感じ。。。
私7:痛みが辛くて。。。なんでやと思う。。。
D7:前の痛みは，我慢したら，治るというか。。。治るかもしれへんって思ってたから我慢できた。
私8:え-;t，前は期待があったから痛みを我慢できた。。。
D8:けど，今は。。。痛みとる為に手術したのに，なんでやと思う。痛みが違うらしいけど。
私9:あーあなるほど，痛みをとる為に手術したのに。・・痛みが続くのは割があいませんよね。前の痛みも酷
かったでしょうけど。。。でも今度の方が我慢できないんですね。 o .。
D 9 :そうやねん。足を切ることが，こんなに大変なことやとは，思わなかったなあ。想像以上や。
私10:あーあ，思ってたより大変な感じなんですね。
DlO:あーあ，とうとう足切ったんやなあって言うか。。。障害者になったんやなあって言うか。。。
私11:あーあ，障害者になったんやなあって。.. Dさんにとって障害者ってどんなイメージなんですか。
D11:そらあ。。。皆が見るんちがうかなあ
私12:あーあ皆が見るような気がしますか。その人達どんな気持ちでDさんを見てるんでしょう。(暫く沈黙が続
いた後)Dさんは障害のある人に逢われたことがありますか。いろんな方がおられるでしょうが，その時，
どんな気持ちでその方を見てられたですか。
D12 :いゃないと思うけど。。。そう言えば何時か駅で階段上がっている人がいて，邪魔というか， なんで， こ
んなとこに居るんやって思ったことがある。ゆっくりゆっくり上がるやろ。
私13:あーあ階段を上がられる時邪魔だなあって思われたことがあるんですか。その時はお急ぎだったんですか。
D13 :いや，別に。。でもみんなそんな感じで見てたんちがうかなあ。
私14:あーあ，確かにそういうこともあるかもしれませんね。。。朝のラッシュ時なんかは。.. 
D14 :それに大変そうゃからなあ。そんなしんどい目してまで，何でと思うわなあ。。。家に居たらいいのに。
私15:あーあ邪魔って言う感じと，大変そうという感じと両方したんですね。
D15 :でも，一度タクシー走らせてたら眼の悪い人が歩いてて，その時は車止めて通してあげたなあ。。。
私16:あーあ，そうなんですか。その時はその方のこと。。。邪魔って思わなかったんですか。
D16 :あーあ，その時はなあ。どうぞっていうか，普通に・・・まあなあ(はにかんだ感じで)
私17:あーあ，ちょっと照れるような(うなずく)どうぞって感じですか。それって同情と違う感じですよね。
Dさんもこれからいろんな方と出会うでしょうが，多分どちらの気持ちの方もいるでしょうね。
D17 :そう言えば，この間，隣に来た人が足見て，びっくりしたような顔してた。隠してなかったから。。
私18:あーそうですか..。初めてで驚いたのかもしれませんね。辛かったですか。。。
D18・さぁ(首を傾げて)どうやったかなあ。。。別に。(触れたくないという感じで)
私19:でもびっくりされても困りますよね。 Dさんだって， しかたなく切ったんですから・・・そう言えば学生も初
めて足を見た時は驚きましたね。でも説明して頂いてから足がいとおしくなったって言ってましたよね。
これからは説明しないといけなし、かもしれませんね。
D19 :そうやろなあ。色々あるやろなあ，そういえば車椅子を後ろから押されて嫌と思う時と，邪魔ゃからどい
てくれと思う時がある。
私20:えっ押してもらって，嫌って思うんですか。..嫌ってどういう感じなんでしょう。。。
D20・うーん，知らん人に押されるのは。。。同情されたくないというか。。。
私21:あーあ知らない人に後ろから押された時，同情されてるように感じたんですか。邪魔っていうのは。。
D21 :邪魔っていうのは，どういうか。. 0 (聞があって，再度の促しに)俺は足が悪いのに分からんのかつて
いうような。。どいてくれたら気持ちがいいというか。偉い人がお供を連れて通ってるみたいな感じゃな。
私2:えっ，それって，矛盾してませんか
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表2.幻肢痛の変化を確かめた時のD.Yとの対話
私1 その後足の痛みはどうですか。
D 1この間 1回だけすごく痛くて話聴いて欲しかったけど居なかったから。今はちょっとまし・・・
私2:あーあ，そうですか。それはごめんなし1。一度にいろんなことお話したから。いろんな気持ちが一度に吹
き出して・・足が簡単に忘れて欲しくないと言ってるのかもしれませんね。
D2 :そんなことないと思うけど。でも無い足が痛いておかしいなあ。意識にインプットされてるって言われた
けど，夜寝てても痛うて自が醒めるんやで，ほんまに。昼間なら分かるけど，それで，手でこんなふうに
払ったら(切断部の先で手を振り足が無いのを確かめるしぐさをして)・・・治る時もある。
私3:あーあ，意識にあるからと言われても，寝ている時まで無い足の痛み感じるのは何でかなあって・・・えーぇ
本当に・・・人間って不思議ですね。でも無い筈の足が何時までも痛いと辛いですね。
D 3 :でも今は松葉杖でトイレにも行けるようになったし，あれから痛みもそんなに辛くなくなった。訓練も頑
張ってるし・・・訓練で疲れたら薬飲まんでも寝れるし・.. 
私4:あーあ，そうですか。頑張っているんですね。嬉しいです。そういえばこの前，障害者になったっていう
ことでお話しましたが，手術前の，足を切る前のDさんが今のDさんを見ると， どんな感じでしょうか。
やはり邪魔者って感じでしょうか。
D 4 :いやあ，今は哀れむ気持ちは無い。そらあ・・・邪魔になるかもしれんけどしかたないことやし， そう言
えばこの間お風日で転びそうになって・・・左足無いのつい忘れてたんや。
私5:ええつー忘れてたんですか。忘れるほど今は自然なんですか。そんなふうに伺うとなんか嬉しいですね。
よカ亙った・・・
D 5 :そうかもしれん。来週先生が義足合わせてくれるって，どんなんやろか・・・
私6:あーそうねえ。楽しみですね。あーそうすると， もうそろそろ退院後のことも考えないといけないですね。
お仕事はどんなふうになったら始められそうですか。
D 6 :片松葉杖になったら出来るかも。でも迷惑かけるやろなあ。
私7:えっ一，迷惑を・・・ですか・・・どんなことが・・・仕事にさしさわりそうですか。ギァとか・・・
D 7 : ~)や・・・それは大丈夫・・・運転はできるように改造出来るらしいから・・・自分次第かなあ
私8:出来たら外へも出て試されるといいですね。ご近所の方には話されてるんですか。どんな反応されるでしょ
うね。
D8:話してなし、。当分はやっぱり家の中にいること多いかなあ。みんな見てみない振りするんちがうかなあ。
私9:あーあ，見てみない振りするような気がされますか。そうですか・・・足の無いDさんを見て， どう接し
たらいいか，分からなL、かも知れませんね。優しさで見ない振りすることもあるでしょうし・・・ Dさん
はどんなふうに接してほしいですか。自分からこんなふうに接して欲しいって言えるといいですね。学生
の時のように・
D 9 :うん，まあそうやけどなあ。今まで障害者のことなんか，考えたことなかったけど， この頃，道路のこと
や周りのこと，ょう考えるようになった。こうしてたら良かったとか・・これから変わるかもしれんなあ。
前は仕事が済んだら，酒を飲んで・・・テレビ見ての生活ゃったけど。
私10・あーあ，周りの人のことをね・・・これから変わるような気がされるんですか。でも自分が大変な時なの
に・・・周りの人のこと考えられるって素敵ですね。それってもしかしたら，手術して良かったことかも
知れませんね。他にも良いことたくさん見つかるといいですね。
DlO: (うなずいている)
考察
1.ボディ・イメージと幻肢痛の関係について
四肢を切断した人にとって幻肢痛は必須の課
題であるが，現れ方には個人差がある 3)O また
寝言で訴えるということは， D.Yの認識・心
理とは無関係とも思える O 反面， D.Yの意に
反した切断部位の幻肢痛が強い，手で払ったら
治る(表 2-D 2)，面接後辛くなくなった
(D 3)などの反応からは，心理が幻肢痛に影
響していたとも言えるO もし寝言が無意識とか
前意識による反応であるならば，幻肢痛を我慢
できなくした出来事は， D.Yにとって重要な
意味があるに違いなし1。しかし，幻肢痛が増悪
した原因についてD.Yの記憶は暖昧である O
そこで，場面と場面を突き合わせてD.Yの内
的体験を見直し， D.Yのボディ・イメージと
幻肢痛の関連を検討した。
寝言でも幻肢痛を訴えていると知り，酷くなっ
たのはD.Yが切断部位を見て衝撃を受けたの
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表3. D.Yから連絡をうけ尋ねた時の対話
私1 探していただいてたそうですね。
Dl あーあ，装具出来てきたから。けど靴履いたら足先が痛いんや。親指の辺りが。。
私2 早かったですね。けど親指が痛いですか。それって嫌な感じというか，歩く時に支障になりそうですか。
D 2 :いや，そんなことなL、。むしろ有るほうがいし、かもしれん。体がつながっている感じで。.. 
私3:あーそれは良かった。感覚はつながっているほうがいいでしょうから。でも痛むところ直して貰わないと
ね。
D3:でも思ったより，重いし，こんなん家では履かんやろなあo
私4:えっー，そうですか。履かないんですか。期待外れですか。
D4 うん，ちょっとなあ。楽しみにしてたからなあ。
私5:え一ぇ，期待されてましたものね。でもこれはまだ仮義足ですから，これからうんと訓練して筋力がつい
て細くなったら，もっと軽くて良い本義足を造れると思うんです。最初から諦めないで色々注文なさって
ください。造る方も一生懸命造って使って貰えなかったら悲しいと思うんです。 Dさんの体の一部ですか
ら，ぴったり合うの造って欲しいって言ってください。
D 5 :そうやなあ，まだ初めて会わしたんやからなあ。それはそうと・・・右もこうなるんやろか。
私6:右もって・.。どういうことですか。
D 6 :この間， リハビリで両足切断した人に会って・・やっぱり煙草でこうなったらしいんやけど， その人は開
き直っていると言うか，さっぱりしてて，あんまり説教みたいなことは言わないんやけど・・今でもまだ
煙草吸ってるらしくて・。。
私7:あーあ，両足の無い人に会って，右の足も左みたいになるんじゃあないかつて気がしたの・。。
D7:うん，びっくりした・。・まだ煙車すってるから・.. 
私8:あーあ，まだ煙草止められない。。。
D8:うーん，まだ・・ちょっとなあ・・・それに，そんなに大変やとも思わんかったし。
私9:そうなんですか。大変なことに思えなかったですか。それで，両足の無い人に会ってびっくりしたんです
か-
D 9 :うー ん， ドカーンと来た感じゃなあ。
私10:あーあそうでしょうね。でもその方には悪いけど，今Dさんはその方に出会って良かったのかもしれない
ですね。その方に・。・本気で考えなさいって教えて貰ったのかもしれないですね。難しくても本気で考
えないとね。こればっかりはDさん自身が決めないと，どうしょうもないことですから.。
DlO:うーん，そうかもしれんなあ。考えんとあかんなあ・。.
かと筆者は考えていた(表1一私 4--5)。と
ころが，断端部に対するD.Yの印象は肯定的
であった (D4 o 5)。つまり，切断者に起き
やすい一般的な心理反応4)からはD.Yの反応
を理解できない。そこで， D.Y個人の認識を
尋ねると耐えられないのは「胸の辺りJである
らしい (D6)0 Iなんでや」という言葉 (D8) 
には，術前に受けた幻肢痛の説明だけでは納得
できないD.Yが現れている。
「障害者になったんやぁ」と述べた (D10) 
時の障害者に対するイメージは「見られる」こ
とに象徴されていたと思われるが， このイメー
ジは，障害者に会ったことを意識していない時
点 (D12)での認識なので， D.Y自身が「見
られた」体験から形成された可能性が強い。だ
とすれば，筆者が「どんな気持ちで見ているん
でしょう」と尋ねた後(私12)の沈黙には何か
意味があったと思われるO ところが，筆者は視
線の意味を訂正したいと視点を転換してしまっ
た(私12)。そのため，この場面では，沈黙の
後に現れるべき D.Y が現れていな ~)o 面会者
の反応 (D17)を聴いた筆者は偶然とは言え自
尊感情5)を損なうような体験をした D.Yが痛
ましく思われた。ところがD.Yの反応は暖昧
でそっけなかった。 D.Yは何故このように反
応したのだろうか。当時の筆者は， D.Yが仕
方がないと納得しているのか，筆者に同情され
たくないのか，あるいは筆者が案じるほど問題
視していないのだろうかなどと訪しく思いなが
らも，学生の反応を例えに D.Yを励ま
した(私19)。足を隠してなかったという反応か
ら推測すると，当時のD.Yは下肢の切断を悲
観的には捕らえていなかった。「どいてくれた
ら気持ちが良いJという体験もしたD.Yには，
むしろ周囲の反応を試したいという気持ちやい
たずら心があったかもしれなし、。これはいわゆ
表4.整理することで確認・修正されたD.Yの現実像
語られた言葉に現れたD.Yの自己・現実像
自己像 足を切ることがこんなに大変やとは，想像以上や
(身体像)障害者になったんやなあっていうか・.. 
邪魔っていうか・・・
大変そうゃからなあ・・・家にいたらいいのに
後ろから押されると嫌，邪魔ゃから，どいてくれ
俺は足が悪いのに分からんのか
どいてくれたら，気持ちがいいというか・.. 
偉い人がお供を連れて通ってるみたいな感じゃなあ
仕事済んだら，お酒飲んでテレビ見ての生活ゃったけど
幻肢痛 余分に切ったところが痛い
いい加減にしてほしいって感じ
寝言でも痛いって言ってるらしい
薬飲まんと我慢できへん
耐えられへんのや，胸の辺りがクシャクシャする
痛みとるために手術したのに，なんでやと思う
コミュニ 皆が見るんちがうかなあ
ケーション邪魔っていうか，なんで，こんなとこに居るんやって同局
されたくないというか・.. 
足見てびっくりしたような顔してた隠してなかったから
(近所の人)見て見ないふりするんちがうかなあ
当分はやっぱり家にいること多いかなあ
仕事 でも，迷惑かけるやろなあ
義足 こんなん，家では履かへんやろなあ
;煙草 まだ，煙草すってるからなあ
そんなに(喫煙が)大変やとは思わなかった。
る悪意ではなく，子供が母親の関心を得るため
のコミュニケーションの手段といった動機だっ
たろうか。ところが面会者の反応はD.Yの期
待とは異なっていた。 D.Yは「自身」が他者
を驚かせたことに衝撃を受け，面会者に悪意が
ないだけにその影響は深刻だった。当時のD.
Yをこのように理解すると，見られる障害者に
ついてのD.Yのイメージや沈黙の意味は複雑
になるO
看護記録によれば，面会者と出会った頃から
幻肢痛の訴えは増加していた。また障害者イメー
ジを話し合った後幻肢痛を我慢できるようになっ
たことからも，ボディ・イメージを障害したた
めD.Yは「胸がクシャクシャし，なんでや，
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左足な〉、のつい忘れたんや
訓練も頑張っているし，今は哀れむ気持ちはない
邪魔になるかもしれんけど，仕方ないことやし
外泊しょうかと思う・.. 
いろいろあるやろなあ
この頃，道路やまわりのこと考えるようになった
(障害者でいたい，同情されたくない)両方あるなあ
これから変わるかもしれんなあ
それは今ないけど
今はちょっとまし
手で払ったら治る時もある
訓練がんばってるし，疲れたら薬飲まんでも寝れる
あれから，そんなに辛くなくなった
あるほうがいいかもしれん。体が繋がってる感じで・.. 
邪魔になるかもしれんけど，しかたないことやし
(どんなふうに接してほしいか説明・・・)まあそうやけどなあ
外泊しょうかと思う・.. 
自分しだいかなあ
まだ初めて合わしたんやからなあ
今のところすってない・.. 
考えんとあかんなあ
耐えられないと感じた」とは考えられないだろ
うか。傷ついた自己像を癒し幻肢痛を和らげる
には，自他への肯定的感覚6)を獲得する必要が
あろうO 一方，義足の適合を考えると，幻肢は
必ずしも弊害ばかりとはいえない(表3-D 2)。
しかし，幻肢が存在する限り幻肢痛も続〈可能
性がある 3)O 幻肢や幻肢痛にどう対処するかは
個人によって異なるのかもしれない。
2.障害を受け入れる過程での面接者のあり方
自己概念とは「ある時点で自分自身に対して
抱く信念や感情が入り混じったものであり，認
識，特に他者の反応の認識によって形成され，
その人の行動を導くものnJであるo つまり，
面接場面では， D.Yと筆者のお互いの反応が
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お互いの自己概念に影響し，それがお互いの反
応に現れている筈である o D.Yは面接が自身
の考えを整理するのに役だったと述べたが，筆
者の反応はD.Yにどのように影響したのだろ
うか。 D.Yが語った言葉を整理し(表4)， こ
れを資料に面接者のあり方を検討した。
( 1 )対象者の主観的な体験を尊重するO
D.Yが幻肢痛に悩まされているのを知り
(表 1-私 1'"'-'10)， D. Yを慰めたくなった筆
者はD.Yの障害者イメージを修正したいと考
えた。しかし，一般論や筆者個人の見解を伝え
てもD.Yの認識が改まるとは思えなかった。
そこで， D.Yの「障害者イメージ・視線の意
味Jを生成したD.Y自身の体験を確認するこ
とにした(私12)。人は誰でも自己実現の欲求
を持っていると言われるが， D.Yに問いかけ
た時の筆者にもD.Yの体験や判断に対する確
信のようなものがあった。だから駅の階段での
邪魔という認識(表 1-D12)， あるいはしん
どい目してまで (D14)，視覚障害者に道をゆ
ずった (D15)などの感じ方を筆者はそうかも
しれないと素直な気持ちできくことができた。
D.Yも障害者に対する自身の好意的対処や悪
意の無い偏見による感じ方を再認識し， D.Y 
が時と場合により使い分けたように，他者の視
線も多種多様であると気づいたであろうO
理解的な面接は自己認知を促す可能性がある
と言われるO もしD.Yが障害者によい印象を
持っていなかったとしても，面接者がD.Yの
感じ方を尊重しよう，理解しようという気持ち
で問いかければ，その場でD.Yは立場を讃き
換えた自身の想いを語り，また語ることで障害
を克服する手がかりをD.Y自身が見出せるの
ではなかろうか。今後のD.Yの課題は他者の
視線をどう受けとめ，それにどう対処するかで
あろう。自身の体験による気づきは定着しやす
い8)o 過去の体験がどのようなものであろうと，
それを直視できれば解決策を見出せるのではな
し1だろうか。
( 2 )自己開示を促す肯定的配慮と親密性
D.Yが「後ろから押されると嫌だ，他者が
邪魔Jと述べた時，筆者はその意味を理解でき
なかった(表 1-D19)。今思えばD.Yが説明
を跨践したのは，他者に知られたくない感情だっ
たからだろうo しかし，抵抗に気づかなかった
筆者は純粋にD.Yを理解したいと繰り返し問
いかけた(私21)。当時の筆者を振りかえると，
執撤な筆者の心底には， D.Yへの関心の強さ
や信頼感，親密性があったように思えるO 問い
かけそのものは操作的ではあるが，不都合なこ
とを暖昧にしないという点で， D.Yに対し肯
定的配慮9)を示したことにならないだろうか。
D.Yの感じ方は筆者にとって予想外であった
が， きまり悪いというような，はにかんだ感じ
のD.Yを見て，筆者は穏やかな気持ちでD.Y
の言葉を聴くことができた。またこの対話後，
D.Yに対する筆者の信頼感や親密性はかえっ
て高まったように恩われた。またD.Y自身も
両価性感情(障害者でいたい自分・同情された
くない自分)を筆者に受け入れられた後(私23)，
解放感を味わったらしい。
自己開示とは，相手にありのままの自分を隠
さず誠実に知覚できるように自分自身を示す行
為であり，葛藤や不安，欝積した感情などのカ
タルシス的効果，言語化することによる自己客
体視及び自己明確化，親密な相互関係の発展，
主体性の確立などの効果が期待できる 10)0 D. 
Yのこのような反応は，一種の自己開示と言え
ないだろうか。反面， このような対話が互いの
関係を微妙に変化させることもあるo 率直な話
し合いをするには，お互いの信頼と伝え方が大
切なのかもしれない。
( 3 )看護職者自身の感情をコントロールする
初対面時のD.Yの言葉には，切断を迫られ
たD.Yの葛藤がよく現れていた。そして，そ
れを聴いた筆者にはD.Yを支援したいという
気持ちが高まった。ところが，同情心は無意識
のうちに操作的な対処となり，かえってD.Y
の自己認識や自発性を損ねた可能性もあるo
例えば，筆者はD.Yに好ましくない視線に
出会っても， D.Yが自身の想いを伝えること
で他者の反応を変えることもできる，つまりお
互いが影響しあい変化できるとD.Yを励まそ
うとした(表1一私19)。しかし， このような
筆者の説得は，学生の例が無ければかえってD.
Yに反感を抱かせただろう O
また，自立を考える時期になってもD.Yに
は時に「障害者のままでいたい」ととれる反応
がみられた(表2-D 6)。筆者はそんなD.Y
を嫌だと思った。 D.Yが「自分次第かなあ」
と述べた(表2-D 7)のはそんな気持ちが筆
者の表情に現れていたのであろう o ところが，
表 3-私7の場面では再発の不安を訴える D.
Yを気の毒に思い慰めかけた。他方， D.Yは
術前「喫煙が原因とは・・・」と述べていたに
も拘らず，術後は「そんなに大変とは思わなかっ
た(表3-D 8)Jらしし'0D. Yが同一性を獲
得し禁煙するには「両足切断者」との出会いが
必要だったのではなかろうか。そして， もし筆
者自身が同情心に動かされていることに気づか
ず「右足は大丈夫」と慰めていれば， D.Yは
真剣に禁煙しようとは思わなかったかもしれな
い。患者に真の尊厳を伝える大切さ・難しさを
再確認した。
医療職者が患者や家族を観察・理解しようと
する時，対象者に対する自身の影響に気づいて
いないことが多し、。しかし， このようにケース
の反応を見直すと，我々の反応は良くも悪くも
患者や家族の認識・自己概念・生き方に影響し
ているo 特に患者や家族の生活・生き方に関わ
る看護職者は，自身のどのような感情が，どの
ような反応として現れ影響しているかを認識す
る必要があろう O
D.Yの体験を， D.Y自身が語った言葉・反
応をもとに，できるだけ具体的に検討した。筆
者の推測を一例として，読者の関心が四肢を切
断した人のボディ・イメージや幻肢痛に向けら
れれば幸いであるo
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Nursing Interview with a Patient Having His Below Knee Amputation 
J unko Hosoka wa 
ABSTRUCT : Effect of interview by nurse for a patient having B/K amputation was studied. 
A45-year-old male had B/K amputation because of the thromboangitis obliterans. 
A1though his postoperative course was uneventful， the phantom limb pain was debeloped an 
occasion by which his pride was injured. By a nurse interview， he realized his ambivalence in 
his feeling as a dependent patient and as a proud and independent person. He looked cope his 
situation effectively. His phantom limb pain was reduced and he hoped to live independently. 
Interview by nurse may encourage patients for their facing to the clinical fact， and support 
them to find out themselves correctly. 
Key Words : Nurse interview， 
Amputation， 
Ambivalence， 
phantom limb pain， 
Case report. 
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